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安全上のご注意

‐

安全のために次のことは必ず守つて下さい

本書は汎用プログラマブルコントローラPRoSEC T2E(以降 T2Eと称す)の オプション通信カードの仕様、

取扱いや注意事項について説明しています。
T2Eを安心して使用して頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必ず本書と関連取扱説明書を熱

読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習熟してから正しく使用して下さい。

【警告マークについて】

本書では、安全事項ランクを 「危険」 「注意」に区別してあります。

◇ 危険

△ 注意

なお、注 意 に記載した事項でも、状況によつては重大な結果に結びつく可能性があります。いず

れも重要な内容を記載していますので必ず守つて下さい。

取扱いを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける

可能性が想定される場合。

取扱いを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽傷を受
ける可能性が想定される場合、および物的損害の発生が想定される場合。

△ 注意
1.安 全のため、T2Eを お使いいただく前に、別冊の 「T2に製品説明書」に記載している

安全上 a羽 着 を必ず熟読して下さい

2.取 扱説明書中に記載のサンプルプログラムは、お客様にて動作確認を行つた後使用して下さい。

誤動作による事故を防ぐために運用前に十分確認を行つて下さい。

3.通 信用ケーブルの接続は正しく接続して下さい。接続が誤つている場合機械の破損や事故が起
こる恐れがあります。
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本文中での使用マークについて

【本文中でのマークについて】
次に示すワクは本書の中で必ず読んでいただきたい箇所についています。
T2Eの通信機能の取扱いや操作方法などで特に留意していただきたいことが書かれています。必ずお
読み下さい。

補足

●
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はじめに

はじめに

本書は PRoSEC T2Eのオプション通信カード (以降、通信カードと称す)に ついて、その概要お
よび操作方法について説明したものです。
通信カードをご利用の際は本書をよくお読みの上、正しくご使用下さい。
なお、本取扱説明書のほかに、以下の説明書が準備されていますので、あわせてお読み下さい。

説明書体系

T2Eの説明書として以下の種類の説明書を準備しています。

T2E製 品説明 (UM―TS02E料―」001)
T2Eの基本的ハードウェアについて構成、仕様、取り付け、配線方法、保守保全方法が
説明されています。
またT2Eが持つている機能と使用方法、ユーザプログラムの作成に必要な情報について
説明されています。

Tシ リーズ命令語説明書 (UM―TS03料Ⅲ…」004)
Tシ リーズがサポートするプログラム言語のラダーとSFCに ついて、各命令語の仕様
詳細が説明されています。

Tシ リーズブログラマ操作説明書 一 入門編 (UM―TS03中ネホーJ006)
プログラマの起動からプログラムの作成、保管、モニタリングなどの基本的な操作手順
が例題に沿つて説明されています。

Tシ リーズブログラマ操作説明書 一 応用編 (UM‐TSO鉢ホ辛―」007)
プログラムの作成や保管、データの設定などのプログラマのコマンド操作が、機能ごと
に説明されています。

Tシ リーズコンピュータリンク機能説明書 (UM―TS03ネ群―J008)
Tシ リーズのコンピュータリンク機能の仕様、使用方法が説明されています。コンピュ
ータリンクのコマンドについてはこの説明書を参照して下さい。
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1.概 要

1.1 オプション通信カ
ー
ド

T2Eのシリアル通信機能はオプション通信カードを増設して使用します。この通信カ
ードは

T2Eの CPUモジユールに装着します。

通信カードにはCM231 Eと CM232Eの2つ のタイプがあり、どちらか
一枚のカードをCPUモジ

ュールに装着して使用します。.

タイプ インタフェース ケーブルの接続 備者

CM231E RS-485 6ピ ン 端子合 バッテリ搭載

CM232E RS-232C D―sub 9ピン メス型コネクタ バッテリ搭載

CPUモジユール

接続コネクタ

シリアル通信

ポート

ノヽッテリ

1.2 通信機能

通信カードは、以下の3つ の通信機能をサポートしています。

通信カードを使用する際は、3つ の機能のうちの1つを選択して通信を行います。

・ コンピユータリンク機能
・ データリンク機能
・ フリーポート機能

通信機能の選択はT2E CPUモジユール正面の DIPスイッチにより行います。

詳細は 1.4項を参照して下さい。

DW



1.概 要

コンピュータ リンク機能

コンピュータリンク機能はホストコンピュータとT2Eとの間で専用のプロトコルによつてデ
ータの受け渡しを行う機能です。.

T2Eに CM231 E(RST485タイプ)を 装着した場合、32台のT2Eがホストコンピュータに接続
できます。

ホストコンピュータにT2Eの伝送手順 (コンピュータリンク手順)をサポートするプログラ
ムを作成することによつて、ホストコンピュータはT2Eに対して次の機能を実現することが
できます。 (コンピュータリンク手順はごく簡単なASCIIコードによるメッセージの通信で
す。)

・ T2Eからのデータ (レジスタ/デ バイスの値)読 み出し
・ T2Eへのデータ (レジスタ/デ バイスの値)書 き込み
・ T2Eの運転状態のモニタ(RUN/HALT/ERRoR)
・ T2Eの 運転制御 (RUN/HALT)
・ T2Eからのプログラムアップロード
・ T2Eへのプログラムダウンロード

T―PDS(Tシ リーズ用パソコンプログラマ)も コンピュータリンクシステムに接続して使用
することができます。

1対 N伝 送

(T2E tt CM231E)

1対 1伝送

(T2E+CM232E)

ホストコンピュータ ホストコンピュータ

RS-232C

(最大15m)

最大32台



1.概 要

データリンク機能

データリンク機能は2台のT2Eを接続してデータの受け渡じを行います。
T2Eはお互いに16ワ ードずつのデータを自動的に特別なプログラムなしで伝送 (送信)し
ます。

この機能を使用する際には一つのT2Eは 「ステーションNo.1」 に、もう一方のT2Eは 「ス

テーションNo.2」 に設定します。
フアイルレジスタF0000～ F0031(32ワ ード)が 、データリンク機能に使用するエリアと

なります。
伝送データの更新同期は50 ms/32ワードです。 (T2Eのスキヤンとは非同期です。)

T2E (ステーション No。 1) T2E (ステーション No. 2)

ステーション No. 1 ステーション No. 2

RS-232C, 這設ジ(15 m (CM232E)



1.概要

フリーポー ト機能

フリーボート機能は、T2Eにバーコードリーダ、プリンタ、ディスプレイ等のASCII通信機
器を接続するために使用します。
この機能によつて、T2Eは任意の電文 (メッセージ)を 自発的に送信することができますの
で、通信手順のマスタとして使用できます。たとえば、T2Eを他のPC(プ ログラマブルコン
トローラ)と接続して、コンピュータリンク手順を用いて通信したり、インバータ(東芝 VF―S7

等)の 伝送プロトコルを用いて速度のコントロールを行つたりといつたことが可能です。

T2E + CM231 E

RS-232C

(最大15m)

最大32台

この機能では任意のASCIIコードデータを通信カードにより送受信を行うことができます。
送受信するASCIIコードデータは、最終コードまでを 1メッセージとして認識します。
最終コードは設定が可能です。初期値はCR(HOD=キ ャリッジリターン)と なつています。

メッセージフォーマット (最終コードHODの場合):

N:送 受信テキスト長 =最 大 512バ イト.

２Ｔ

ＲＣ



1.概 要

1.3 通信カ
ー ドの装着

通信カードはT2EのCPUモジユールに装着します。装着方法を以下に示します。

T2E CPURttSノニユーール

T2E CPUモジユールの正面

ブランクカバーを取り外します。

CM231Eの場合は端子台を

取り外します。

通信カードを CPUモ ジユ
ールの

正面パネルに挿入します。

CPUモジユール接続コネクタを

CPU基板のコネクタにはめ込み

ます。.

固定ツールでCPUモジユールと通信

カードを固定します。

固定ツールは通信カードに添付して

います。

０

オプション通信カード

(CM231E/

固定ツール



1.概 要

1.4 動作モ
ー ドの設定方法

通信カードの動作モードの設定はT2E CPUジュール正面のDIPスイッチで行います。

動作モードの設定は、電源投入時のスイッチの状態により決定されます。電源投入後スイツ

チ設定を変更してもt動作モードの変更は行われません。

T2E

CPU正面図

状態表示 LED

運転切換スイツチ (HALT/RUN)

DIPス イッチ

シリアルポートコネクタ/端 子台

(RS-485/RS-232C,通信カード使用時)

プログラマポート (RS-232C)

> DIPス イッチ

oFF←

1 1

信カードの機能設定

０ＭＣ ＭＣ 弔竪台ヒ
ＦＦ０ Ｅ

Ｆ
Ｅ
Ｆ
０ コンピュータリンク

０ Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｆ
０ データリンク

Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｆ
０ Ｎ０ フリーボート
Ｍ
ＷＯ

Ｍ
ＮＯ リザーブ
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2.仕 様

2.1 -般 仕様

補足

(1)T2Eの 電源モジユールの内部 5Vの 電流容量は 2.5Aま でです。通信カ
ードと入出力

モジユールの合計消費電流がこれを越えないよう確認して下さい。

(2)外 部通信コネクタピン (または端子台)と 内部回路間の値です。

2.2 通信機能仕様

・コンピユータリンク

項  目 仕 様 備 考

電源 DC5V(T2E CPUモ ジユールより供給)

消費電流 200 mA,次
~F

補足 (1)

周囲環境 T2E本体の仕様に準ずる

絶縁耐圧 AC500V 補足(2)

重量 100 9

項   目 CM231E CM232E

インタフエース RS-485基喜掛巴

(4線 式)

RS-232C基二財巴

伝送方式 半二重方式

同期方式 調歩同期式 (非同期)

伝送速度 300, 600, 1200, 2400, 4800, 9600, 19200 bps

伝送フオーマツト スタートビット  1ビ ツト (固定)

データビット長  7/8ビ ット

パリテイ     偶数 /奇 数 /な し

ストップビット  1/2ビ ット    (補足参照)

プロトコル Tシ リーズコンピユータl」ンク手順 (ASCH),
Tシ リーズプログラマポート手順 (Binary)

接続形態 1対 N(最 大 32) 1 対 1

伝送距離 最大 l km 最大 15m

ケーブル接続 6ピ ン端子台 D―sub 9ピンコネクタ

(メス型)

４



2.仕 様

・データリンク

・フリーボート

項  目 CM231E CM232E

インタフエース RS-485塔喜財巴

(4線 式)

RS-232C準拠

伝送方式 半二重方式

同期方式 調歩同期式 (非同期)

伝送速度 19200 bps

プロトコル 専用

リンクデータ容量 16ワード (ステーショツNo。1→ ステーショツNo.

16ワード (ステーショツNo。2→ ステーショツNo.

２

１

リンクデータ更新同期 約 50 ms

(T2Eのスキヤンとは非同期)

接続形態 1 対 1

伝送距離 最大 l km 最大 15m

ケーブル接続 6ピ ン端子台 D―sub 9ピンコネクタ

(メス型)

項   目 CM231 E CM232E

インタフェース RS-485基喜】也

(4線式)

RS-232C準拠

伝送方式 半二重方式

同期方式 調歩同期式 (非同期)

伝送速度 300, 600, 1200, 2400, 4800, 9600, 19200 bps

伝送フォーマット スタートビット  1ビット (固定)

データビット長  7/8ビ ット
パリティ     偶数 /奇 数 /な し

ストップビット  1/2ビ ット    (補足参照)

伝送コード ASCIIコード

テキスト長 最大 512バ イト

接続形態 1 対N(最 大 32) 1対 1

伝送距離 最大 l km 最大 15m

ケーブル接続 6ピ ン端子台 D―sub 9ピンコネクタ

(メス型)

補足

送フォーマットは次の組み合わせが可能です。

スタートビット データ長 パリティ ストップビット

1 ７ な し ２

1 ７ あ り 1

1 ７ あ り ２

1 ８ な し 1

1 ８ な し ２

1 ８ あ り 1

氏
υ
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3.コ ンピュータリンクモード

3 . 1  コン ピュ
ータ リンク機能

コンピュータリンク機能は、ホストコンピュータとT2Eとの間で専用のプロトコルによつて

データの受け渡しを行う機能です。.

T2Eに CM231E(RS-485タイプ)を 装着した場合、32台のT2Eがホストコンピュ
ータに接続

できます。

ホストコンピュータに、T2Eの通信手順 (コンピュ
ータリンク手順)に 沿つたプログラムを

作成することによつて、ホストコンピュ
ータはT2Eに対して次の機能を実現することができ

ます。 (コンピュータリンク手順はごく簡単なASCIIコ
ードによるメッセージの伝送で

す。)

・ T2Eからのデータ (レジスタ/デ バイスの値)読 み出し
・ T2Eへののデータ (レジスタ/デ バイスの値)書 き込み
・ T2Eの運転状態のモニタ(RUN/HALT/ERRoR)
・ T2Eの 運転制御 (RUN/HALT)
・ T2Eからのプログラムアップロード
・ T2Eへのプログラムダウンロード

T2Eに CM231E(RS-485タイプ)を 装着した場合、 1台のホストコンピュ
ータに最大32台の

T2Eを接続することができます。 (1対 N接 続)

CM232E(RS-232Cタイプ)を 装着した場合、 1台のホストコンピユータに1台のT2Eを直接

接続できます。 (1対 1接続)

８



3.コ ンピュータリンクモード

コンピュータリンク機能ではT2には常にホストコンピュータからの要求待ち状態になつてい

ます。ホストコンピュータから要求コマンドが送信されると、接続された各々の T2Eは 要求
コマンド中に指示されているステーション番号を調べ、自分自身のステーション番号と一致

しているかどうかチェックします。

ステーション番号が一致している T2Eのみが要求コマンドを解読し、要求内容に応じた処理

を行つた上で応答データをホストコンピュータに返信します。

ステーション番号が一致していない T2Eは何も処理を行わず無視します。

ステーション No.3に 要求を出したときの処理の流れを以下に示します。

(ホスト→T2E)

(ホスト←T2E)

求

答

要

応

７＝
廿

６■
■

５件
廿

４キ
廿

３■
■

２斗
十

件
■

②

　

③

ホストコンピュータから各 T2Eに要求を送信

(ステーション No.

該当するステーション番号の T2Eのみが要求処理を実行

(ステーション No.

処理結果をホストコンピュータに返信

(ステーション No.

3に対する要求)

3のみ)

3からの応答)

９



3.コ ンピュータリンクモード

3.2 システム構成

システム構成を以下に示します。

CM231E(RS-485タイプ)を 使用すれば、 1対 N伝送 (Nは最大32)が行えます。
もし、ホストコンピュータがRS-232Cインタフェースしかサポートしていない場合は、RS―
232C/RS-485変換アダプタ (ADP-6237B)を使用して1対N伝送が可能です。

CM232E(RS-232Cタイプ)を使用した場合は1対 1伝送が行えます。
特に変換器などは必要ありません。

／

的

1対 N伝 送

(T2E+CM231 E)

ホストコンピュータ

T2E

RS-232C/RS-485

変換器

ホストコンピュータ

1対 1伝送

(T2Et CM232E)

RS-232C

(最大15m)

ヨ メ

…

パ

０２



3.コンピュータリンクモード

3.3 セツトアツプ手順

コンピュータリンク機能のセットアップの手順を以下に示します。

通信カードをコンピュータ

リンクモードに設定

コンピュータリンク

伝送バラメータの設定

(HALTモードにて)

↓
EEPROM書き込み

(HALTモードにて)
―
ｌ
ｉ
Ｖ

ホストコンピュータ側の

伝送プログラム準備

―

―

）

交信開始

RS-485も しくは RS-232CでホストとT2Eを接
続します。 (3.4節参照)

T2E DIPスイッチをコンピュータリンクモード
に設定します。 (3.5節参照)

ステーション番号、ボーレート、パリテイ、

データ長、ストップビットを設定します。

(3.6節参照)

…………… 3.7節及び別冊の 「Tシ リーズコンピュータリン
ク機能説明書」を参照してください。

２



3.コンピユータリンクモード

3.4 伝送ケ
ーブル接続

CM231E(RS-485)の場合 -1対 1伝送のとき

ホスト         RS-232C/RS-485変換器              T2E

コンピュータ         (ADP-6237B)              (CM231 E)

端子台

~ 
      25ピン   端子台

コネクタ

・ RS-232CRS-485変換アダプタ (ADP-6237B)を使用した場合のケ
ーブル接続を示していま

す。
・ CM231 Eの通信ポートは、着脱式端子台でつ。
・ CM231 Eと ADP-6237BのRXAと TERM端子をショートします。 (終端抵抗へ接続)
・ ホストコンピュータのRS-485(またはRS-422)インタフエースとCM231 Eをダイレクト

に接続する場合は、ホストのRXA―RAB間に 1/2W-120Ω の終端抵抗を接続します。,
・ 伝送ケーブルは耐ノイズ性向上のために、ツイストペア

ー括シールドケーブルを使用し

て下さい。シールドは必ず接地してください。

ＤＸＴ ３ ＤＸＲ ＡＸＴ ＡＸＲ

ＤＸＲ ２ ＤＸＴ ＢＸＴ ＢＸＲ

ＳＴＲ ５ ＳＴＣ RXA ＡＸＴ

CTS ４ ＳＴＲ ＢＸＲ ＢＸＴ

ＧＳ ７ ＧＳ ＧＳ ＧＳ

ＲＴＤ ６ ＲＳＤ ＭＲＥＴ

RS-485

(最大 l km)

TERM
ＲＳＤ ０２ ＲＴＤ ＧＦ

|
Ｄ合
し

８ Ｄ介
し

1
ＧＦ

２２



3.コ ンピュータリンクモード

μ
ｌ
陽
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
職
的
終

２２

CM231E(RS-485)の 場合 -1対 N伝 送

RS-232C/RS485

ぞ  
刈 ド付き朔 ギガ ル

  cM231E

・ CM231Eの通信ポートは、着脱式端子台です。
・ 終端局にはTXA一TXB間、RXA一RXB間に終端抵抗 1/2W-220Ω を接続します。
・ 伝送ケーブルはツイストベアー括シールドケーブルを使用してください。

シールドは必ず接地して下さい。

ハーー閑料‐帥２２０
抗

Ω

1 :
ＡＸＴ ＡＸＲ

ＢＸＴ ＢＸＲ

ＡＸＲ ＡＸＴ

〕
ＭＲＥＴ ＢＸＴ

ＢＸＲ ＧＳ

「

．…

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｍ

一　　　　　邦∞

一　
　
　
　
　
　
長

一　
　
　
　
　
　
ル

ー

百
　

一ブ
ケ

,

ＧＳ

CM231E

ＡＸＲ

: |i
l

ＢＸＲ

ＡＸＴ

頚ＢＸＴ
ＧＳ

３２



3.コンピュ…タリンクモード

CM232E(RS-232C)の 場合

T2E
ホスト
コンピュータ      シ

~ルト
・
付きツイストヘ

°
アケーブル       

(CM232E)

・ CM232Eの伝送コネクタはD―sub 9ピンのメス型コネクタになつています。ケーブル側の
コネクタはD―sub 9ピンのオス型コネクタを使用してください。
・ 伝送ケーブルはツイストペアー括シールドケーブルを使用してください。
シールドは必ず接地してください。
・ CM232EのRTS信号 (ピン7)は 、T2Eに通電中は常にONとなつています。

上

百

1 ＧＳ

ＤＸＲ ２ ＤＸＲ

ｎ
υ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ

３ ＤＸＴ

Ｄ
ｎ
Ｔ
，
ｎ
リ

４

６Ｓ 民
υ

ＧＳ

ＲＳＤ ６ DC5V
ＳＴＲ ７ ＳＴＲ

ＳＴＣ ８

９ Ｖ５ＣＤ

最大15m

４２



3.コ ンピュータリンクモード

3.5 動作モ
ー
ド設定

通信カードの機能はT2E CPUモジユール正面のDIPスイッチで選択します。機能の決定は電
源投入時に内部に設定されます。スイッチの設定を変更しても電源が再投入されるまで、機
能は変更されません。

コンピュータリンク機能を選択するには、DIPスイッチのCMOと CMlを次のように設定して
ください。 (1.4節参照)

DIPスイッチ

OFF‐

P

黛OM

最/S

CM0

CMl

Co翌

<十一一一―‐oFF
-OFF

５２



3.コ ンピュータリンクモード

3.6 伝送バラメ
ータ設定

コンピュータリンクのパラメータはT2Eのシステム情報エリアに記憶されます。

T2EをHAとTモードにし、「システム情報」のコンピユータリンクの項にパラメ
ータを設定し

てください。

(T― PDS画 面例)

コンピュータリンクのパラメータ設定が完了したら、電源をOFFする前に必ずT2Eの EEPRoM

に書き込みを行つてください。

<  システム1青報

11.プ ログラム容量

12.サ ンプリングパッフ7

13.停 電保持範囲指定
R1000  -

T000   ハV

じ000   -

D0000  -

14.10■Sタイマ範囲指定
T000 ～

lS,ス キャン時間    [ ]x10■S

17.サ ブプログラム実行時間
1 -  100 ■S   [   1■S

18.定周期割り込み周期
1 - 1000 ■S  [    1■S

13.コンピュータリンク
ステーション田0.       [ 1]
市
い一レート       [ 3800]BPS

S31      A°リテイ   無し査数 偶数
デ―`夕f託           [B]コit
ストッフ
°
と
｀`
ット    1    2

ステーションNo.、ボーレート、パリテイ、

データ長、ストツプビットを設定します。

６２



3.コ ンピュータリンクモード

７３ コンピュータリンク手順

T2Eのコンピュータリンクでは、以下に示すメッセージフォーマツト及びコマンドにより交
信を行います。
伝送フォーマツトの詳細につきましては、別冊の 「Tシ リーズコンピュータリンク機能説明
書」を参照してください。

メッセージフォーマツト

最大 25〕ドイト

DATA

メッセージの内容とサイズ

( ..".先 頭コード (H28)
A .…… フォーマット識別コード (H41)
ADR .… ステーションNo,

01 (H3031)- 32 (H3332)
CMD .… コマンド
DATA.… データ部 (最大 244バイト)
& ."" チェックサム判別コード (H26)
SUM .… チェックサム

先頭コードからチェックサム判別コードまでの和の

下位 1バイトののASCIIコード

)..… .最 終コード (H29)

;.."".最 終コード (継続時 :H3B)

CR ..… キャリッジリターンコード (HOD)

チェックサムの計算例

1バイト
1バイト
2 / イヽト

2 ノヽイト

1 バイト
2 バイト

1 バイト
1 バイト
1 バイト

チェックサム作成範囲

(
Ａ ０

1
Ｓ Ｔ ＆ ９

7 )
Ｄ
ｎ
β
し

８

１

０

１

３

４

６

２

４

３

３

５

５

２

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

】一
　

一一
　

二
　

一一
　

一一
　

≡̈
　

〓

て

Ａ

０

ｌ

Ｓ

Ｔ

＆

下位2ケ タ

７２
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3.コ ンピュータリンクモード

コンピュータリンクコマンドー覧

コンピュータリンク機能では次のコマンドが利用できます。

コンピュータリンクコマンドの詳細につきましては、別冊の 「Tシ リーズコンピュータ
リンク機能説明書」を参照してください。

要求コマンド 機能名称 主な内容 応答コマンド 備者

コンピュータリンク
エラー

送信したテキストのフォーマ

ット異常

Ｅ
Ｅ
β
し 応答のみ

PC本 体エラー 要求がT2Eに受付けられなか

つた

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ 応答のみ

Ｓ テストテキスト ホストとT2E間で折り返しテ

ストを行います。

ＳＴ

ＴＳ ステータス読み出し T2E本体のステータスを

読み出します。

ＴＳ

ＲＥ T2Eエラー状態

読み出し

T2E本体のエラー状態を

読み出します。

ＲＥ

Ｄ
ｎ
〔
υ レジスタ/デ バイス

読み出し

T2Eからレジスタ/デ バイス

のデータを読み出します。

ＲＤ

ＷＤ レジスタ/デ バイス

書き込み

T2Eのレジスタ/デ バイスに

データを書き込みます。

ＴＳ

ＲＳ システム情報 1

読み出し

T2Eのシステム情報 1を

読み出します。

Ｏ
ｎ
Ｏ
じ

２Ｓ システム情報2

読み出し

T2Eのシステム情報2を

読み出します。

２Ｓ

ＲＴ 診断テーブル

読み出し

T2Eの診断テープルを

読み出します。

ＲＴ

ＴＲ カレンダ。時計

読み出し

T2Eのカレンダ ・時計データ

を読み出します。

ＴＲ

ＴＷ カレンダ・時計

書き込み

T2Eのカレンダ ・時計データ

を設定します。

ＴＳ

ＣＥ T2E制御 「2Eのモードを制御
します。

ＴＳ

Ｄ
ｎ
Ｄ
Ｄ システム情報

ブロック読み出し

「2Eのシステム情報プロック

を読み出します。

ＲＢ

ＢＲ プログラム
プロック読み出し

「2Eのプログラムをブロック

読み出しします。

ＢＲ

ＷＢ システム情報

ブロック書き込み

「2Eにシステム情報ブロック

を書き込みます。

ＴＳ

ＢＷ プログラム
ブロック書き込み

「2Eにプログラムをブロック

彗き込みします。

ＴＳ

８２
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4.デ ータリンクモード

4.1 デ ータ リンク機能

データリンクモードは、2台のT2E間で自動的にデータリンクを行う機能です。

データリンクを行うための特別のプログラムは必要ありません。
この機能を使うことにより、2台のT2E間でのデータリンクシステムを、容易に構築するこ

とができます。

この機能を行うためには、1台のT2Eはステーション番号を 1に、他方のT2Eはステーショ

ン番号を2に設定します。ステーション番号の設定は、コンピュータリンクモードと同様に、
T2Eのシステム情報メモリに書き込むことにより行います。

フアイルレジスタF0000～F0031(32ワード)が 、データリンクのために割り当てられます。
ステーション番号 1の F0000～ F0015のデータが、ステーション番号 2の F0000～ F0015

に、ステーション番号2の F0016～F0031のデータが、ステーション番号 1の F0016～F0031

に各々転送されます。

ステーション番号 1 ステーション番号 2

4.2

32ワードのデータの更新周期は、約 50 msです。なお、データの更新タイミングは、T2E

のスキヤンには同期していませんので注意して下さい。 (つまり、受信データは、1スキャ

ン中にも変化します)

システム構成

下図にシステム構成を示します。

要です。

T2E(ス テーション 1)

各々のT2Eに は通信カード (CM231Eま たは CM232E)が 必

T2E(ス テーション 2)

(CM231E)

RS-232C,最 大15m(CM232E)

０３



4.デ ータリンクモード

３４ セツ トアツプ手順

データリンク機能のセットアップ手llkを以下に示します。

通信カードの

動作モード設定

ステーション番号の設定

(HALTモーードにて)

↓

2台 の T2Eを、RS-485または RS-232Cで接続し

ます。4.4節参照

T2EのCPU上のDIPスイッチにて、データリンク

モードを選択します。4.5節参照

ステーション番号を 1(または 2)に設定します。
4.6節参照

データリンク機能

動作開始

ステーション番号 1及 び 2の 各々の T2Eに ついて、

３

上記手順にて設定を行つて下さい。



4.デ ータリンクモード

４４ 伝送ケ
ーブル接続

CM231E(RS-485)の 場合

ステーション 1

(CM231E)  シ
~ル ド付きツイストペアケーブル

ステーション 1

(CM232E)

ステーション2

(CM231 E)

最大l km

CM231Eの通信ポートは、着脱式端子台です。
両方のCM231Eの端子台で、RXAと TERMをショートして下さい。
通信ケーブルとしては、RS-485規格に適合した通信ケーブル (シールド付きツイストベ
アケーブル)を 使用して下さい。なお、シールドは確実に接地して下さい。

CM232E (RS-232C)θD城房とき

シールド付きツイストベアケーブル

ＧＳ
1 1 ＧＳ

〔
υ
ＸＤ
ｎ

２
2 ｎ

リ
ＸＤ
ｎ

ｎ
リ
Ｖ
ハ
Ｔ
，

３ ３ ｎ
ツ
ＸＴ
Ｉ

４ ４

ＧＳ Ｒ
Ｊ 5

ＧＳ

DC5V ６ ６ DC5V
ＳＴＲ ７ ７ ＳＴＲ

８ ８

DC5V ９ ９ DC5V

CM232Eの通信ポートは、D―Sub 9ピン (メス型)コ ネクタです。ケーブル側は、
D―Sub 9ピン (オス型)コ ネクタを使用して下さい。
通信ケーブルとしては、RS-232C規格に適合した通信ケーブルを使用して下さい。なお、
シールドは確実に接地して下さい。

ステーション 2

(CM232E)

２３



4.デ ータリンクモード

4.5 動作モ
ー
ド設定

通信カードの動作モードの設定は、T2E CPUモジュール上のDIPスイッチで行います。DIP
スイッチの設定は、電源投入時にT2Eに読み込まれます。通電中のスイッチ設定変更は無効
です。

データリンクモードを選択する場合には、下図の設定として下さい。
1.4節参照。

DIPスイッチ

OFF ←

P

RoM

景/S

CM0

CMl

3oM

-ON

< 十

一 一 一 一 - O F F

３３



4.デ ータリンクモード

4.6 伝送バラメ
ータ設定

データリンクモードを使用する場合、1台のT2Eはステーション番号 1に、他方のT2Eはス
テーション番号 2に設定します。

T2Eを HALTモードにして、T2Eのシステム情報に、ステーション番号 (1または2)を 設定
して下さい。

(T―PDS画 面例)

上記設定を行つた後、電源を切る前にT2Eの内蔵の EEPROMに書き込んでおいて下さい。こ
れらの設定は、プログラムと共にEEPROMに保存されます。

< システム†青報

11.プ ログラム容量

12.サ ンプリングパッファ [

13.停電保持範囲指定

16.ス キャンロ寺間   [ ]x19■S

17.サ ブプログラム実行時間
1 -  100 ■S   [   ]nS

19.定 周期割り込み周期
1 - 1000 ■S  [    ]■S

1日,コ ンピュータリンク
ステーシヨンIB.       [ 1]
ホ
｀`―レート       [ 38001BPS

|:と;負   無
し[斎欝t呂数

ストッフ
°
と
｀`
ット     1     2

1 0■Sタイマ範囲指定
T000   -  t  S3]

スタートモード
スタンブ`イ オート

ここにステーション番号を設定します。

他の通信バラメータは無視されます。

４３



4.デ ータリンクモード

4.7 RAS情 報

データリンクの正常性をプログラム中で監視するために、下表のステータスフラグが準備さ
れています。
受信データの正当性をチェックするために、これらのフラグを使用して下さい。

デバイス 様鋭台ヒ
S068D 交信相手のT2Eの運転モードを示します。

oN: RUNモード
OFF: HALTまたはERRoRモード

S068E 通信状態を示します。
ON: 正常
oFF: 通信エラー発生

フラグは、常に最新の状態を示しています。つまり、ラッチはされません。

５３



4.デ ータリンクモード

4.8 サンプルプログラム

データリンクモードの利用プログラム例を以下に示します。

RW000～RW015の 16ワードのデータが ステーション 1からステーション2に転送され、RW020
～RW035の 16ワードのデータが ステーション2か らステーション 1に転送されます。
この例では、データリンクの正常性は、S068Dと S068Eの AND条件で確認しています。

ステーション 1

RW000 ～ RW015     -

RW020 ～ RW035     -

ステーション1のプログラム

ステーション 2

RW000 ～ RW01 5

RW020 ～ RW035

Sa68D SB68E日
電盟畳艦隅

lwaoo THou 〔B口16

回路 1:S068Dと S068Eが共にONの とき (データリンク正常時)、R1000をONにセッ
トし、F0016～ F0031に受信したデータをRW020～RW035に転送します。
もし、S068DまたはS068EがoFFして300 ms以上復帰しないときには (デー

タリンク異常時)、 R1000をOFFに リセットします。

回路 2: RW000～ RW01 5の 16ワードデータをF0000～ F0015に転送します。
これらのデータは、ステーション2の T2Eに送信されます。

６３



4.デ ータリンクモード

ステーション2のプログラム

TPtOU (8口16)

TOF  TB00]一

一 一 ― ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ― ― 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 一

〈

W□20 THOU 〔口016)FB口 16

回路 1:S068Dと S068Eが共にONの とき (データリンク正常時)、R1000をONにセッ
トし、F0000～ F0015に受信したデータをRW000～ RW01 5に転送します。
もし、S068DまたはS068EがoFFして300 ms以上復帰しないときには (デー

タリンク異常時)、 R1000をOFFに リセットします。

回路 2:RW020～ RW035の16ワードデータをF0016～ F0031に転送します。
これらのデータは、ステーション 1の T2Eに送信されます。

囲
　
卸

Ｂ

　

ロ

０

　

０

８ＥＥ帥日
跡
「

７３



J葺

フグ_が 生ハご_パ

９３



5.フ リーポートモード

5。1 フ リーボー ト通信機能

フリーボートモードは、T2Eに、マイクロコンピュータ、バーコードリーダ、プリンタ、表

示器等の種々のシリアルASCII機器を接続するために使用します。

このモードでは、T2Eは任意の電文 (メッセージ)を 自発的に送信することが可能です。従
って、T2Eと他の PCをコンピュータリンク手順で接続したり、T2Eとインバータ (東芝 VF―

S7等)をインバータの通信手順で接続し、通信を介して制御・監視することが可能となりま

す。

このモードでは、T2Eは任意のメッセージを、通信カード (CM231EまたはCM232E)のシリ

アルポートを介して送受信します。

ここで言うメッセージとは、任意の文字 (ASCIIコード)で 構成され、単一の終了コードで

終わる、ひとかたまりの文字列を意味しています。終了コードの初期値は、CR(キ ャリッジ

リターンコードニHOD)です。

適合メッセージフォーマツト (終了コードを設定しない場合)

1 2 3 4    N - l  N

N:メ ッセージ長 =最 大 512/ イヽ ト

言い方を変えると、フリーボート機能は、メッセージによつて終了コードが変化する場合、

及びメッセージ中に終了コードが含まれるような場合には適用できません。

ＲＣ

０４



5。フリーボートモード

フリーポートモードでは、通信 (メッセージの送受信)は 、T2Eのプログラムによつて制御
します。具体的には、送受信の実行には、拡張データ転送命令 (XF[R)を使用します。

送信 :

送信を開始する場合には、T2Eのレジスタに、送信するメッセージ (ASCII文字列)を 準備
します。このメッセージの最後には、規定の最終コードが必要です。
この状態で、XFER命令によつて、そのメッセージの送信を実行します。

レジスタ

MSB               LSB

一

XFER百静肯き

送信回路

Ｅ２Ｔ

］諏帥
受信 :

あるメッセージを受信した場合には、そのメッセージは、一里受信バッフアに格納されます。
受信パッファは、512バイトのサイズのリングバッファです。
受信パッファに格納されたメッセージは、XFER命令を実行することにより、1メッセージ単
位で読み出され、ASCH文 字列のまま、指定したレジスタに格納されます。

い 。 ― ‐ ― ‐ ― ‐ ― ‐ ― ― ‐ ― ・ ― ・ ― ‐ ― ‐ ― ‐

¬

Ｅ２Ｔ

レジスタ

MSB               LSB
受信回路

及び

受信バッファ
―

XFER首お斉き RS-232C

または

RS-485

T2Eでは、ASCII文字列から 16進データヘの変換/逆 変換命令 (AToH/HTOA)を サポート
しています。これらの命令を使用することにより、ASCII文字列の取り扱いが容易になりま
す。5。9節参照。

Ｂ Ａ

Ｄ Ｃ

Ｆ Ｅ

Ｈ Ｇ

ＲＣ

ＲＣ Ｈ Ｂ Ａ

０

３ ２

５ ４

ＲＣ ６

０ ６ ＲＣ

４



5.フ リーボートモード

5。2 システム構成

下図にフリーポートモードのシステム構成を示します。
T2Eは RS-485(CM231E)またはRS-232C(CM232E)を介して、シリアルASCII機器に接続さ
れます。

T2E(CM231E付 き) T2E (CM232E十寸定蚤)

あ

RS-485(最 大l km)

最大32台

２４



5.フ リーボートモード

３５ セットアップ手順

フリーボート機能のセットアップ手順を以下に示します。

通信カードの

動作モード設定

↓

通信バラメータ設定

(HAとTモ ードにて)

T2Eとシリアル ASCII機器を、RS-485または

RS-232Cで接続します。5。4節参照

T2EのCPU上のDIPスイッチにて、フリーボート

モードを選択します。5.5節参照

ボーレート、データビット長、パリテイ、スト
ップビットを設定します。5.6節参照

通信制御プログラムについては 5.8節参照
通信制御部分を含む

プログラム作成

(HALTモードにて)

T2Eの EEPROMに書き込み

(HALTモーードにて)

RUNモ ードにする

フリーポート機能

動作開始

３４



5。フリーボートモード

5。4 ケーブル接続

CM231E(RS-485)の 場合 - 1対 1接続

T2E

(CM231E)  シ
~ル ド付きツイストペアケーブル シリアル ASCII機器

ＡＸＴ ＡＸＲ

! |
ー

ＢＸＴ ― ＼ ＢＸＲ

ＡＸＲ ＡＸＴ

ＭＲＥＴ

Ｄ
Ｄ
ＸＤ
ｎ

ＢＸＴ

ＧＳ ６Ｓ

・ CM231Eの通信ポートは、管脱式端子台です。
・ CM231Eの端子台で、RXAと TERMをショートして下さい。
・ 1/2W-120Ω の終端抵抗を、接続機器側の RXAと RXB間に接続して下さい。
・ 通信ケーブルとしては、RS-485規格に適合した通信ケーブル (シールド付きツイストベ

アケTブ ル)を 使用して下さい。なお、シールドは確実に接地して下さい。

４４



5.フ リーボートモード

CM231E(RS-485)の 場合 - 1対 N接 続

シールド付きツイストベアケーブル
シリアル ASCII機器

ASCII機器

最大ケーブル長 l km

(全長)

CM231Eの通信ポートは、着脱式端子台です。
終端抵抗 1/2W-220Ω を、両終端局のRXAと RXB間及びTXAと TXB間に接続して下さ
い 。

通信ケーブルとしては、RS-485規格に適合した通信ケーブル (シールド付きツイストペ
アケーブル)を 使用して下さい。なお、シールドは確実に接地して下さい。

Ｅ
Ｅ
つ
と
Ｔ
Ｉ

正

一一

抗抵

Ω

ヽ
―
劇
料
―

端

ｏ

丁
酌

寧

　
　
終

２２
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5.フ リーポートモード

CM232E (RS-232C) σD城矛モ蚤

T2E

(CM232E)   シ
~ル ド付きツイストペアケーブル  シリアル ASCII機器

・ CM232Eの通信ポートは、D―Sub 9ピ ン (メス型)コ ネクタです。ケ
ープル側は、

D―Sub 9ピ ン (オス型)コ ネクタを使用して下さい。
・ 通信ケーブルとしては、RS-2322C規格に適合した通信ケ

ープルを使用して下さい。

なお、シールドは確実に接地して下さい。
・ CM232Eの RTS信号 (ピン7)は 、T2Eに通電中は常に ONと なつています。

上

一一

ＧＳ 1

ｈ
υ
Ｖ
ハ
Ｄ
ｎ

２ ＤＸＲ

ｎ
リ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ

３ ＤＸＴ

４ Ｄ
ｎ
Ｔ
Ｉ
ｎ
リ

ＧＳ
5

ＧＳ

DC5V
６ Ｄ

ｎ
０
０
ｎ
リ

ＳＴＲ ７ Ｇ
０
ＴＤ
ｎ

８ ０
０
Ｔ
Ｉ
か
し

DC5V ９

最大15m

６４



5.フ リーボートモード

5.5 動作モ
ー ド設定

通信カードの動作モードの設定は、T2E CPUモジユール上のDIPスイッチで行います。DIP
スイッチの設定は、電源投入時にT2Eに読み込まれます。通電中のスイッチ設定変更は無効
です。

フリーポートモードを選択する場合には、下図の設定として下さい。1.4節参照。

DIPスイッチ

OFF ←

-OFF

-ON

津

靭

強

ＣＭＯ

ＣＭ‐

翻

７４



5.フ リーボートモード

5.6 通信パラメ
ータ設定

通信パラメータは、T2Eのシステム情報に書き込みます。

T2EをHALTモードにして、下図のように通信パラメータを設定して下さい。

(T―PDS画面例)

設定を行います。
ステーションNo.の設定は無視されます。

上記設定を行つた後、電源を切る前にT2Eの内蔵の EEPROMに書き込んでおいて下さい。
れらの設定は、プログラムと共にEEPROMに保存されます。

< システム1育報

プログラム容量 16.ス キャン時間   [ ]x10nS

17.サ ブプログラム実行時間

1 5ロスタートモード
スタンブヽイ

1 ハヤ  100 ■S   [   ]RS

定同期書Jり込み周期
1 ～ 1000 RS [    〕■S

コンピュータリンク
ステーシヨンEEl.       [ 1】
ポ―`レート       〔 3800]BPS

ナ〔!F負   無しだ謁牝 数
ストッフ
°
と
｀`
ット    _上_    2

ポーレート、/ リヽティ、データ長、及びストップビット

８４



5.フ リーポートモード

5 . 7  メッセージフォーマツト

メッセージはASCII文字列と、規定の終了コードによつて構成されます。
終了コー ドの初期値 (特に設定しないときの値)は 、CR(キ ャリッジリターンコー ド=HOD)

です。終了コー ドの変更方法については、5,8,1節を参照して下さい。

メッセージの最大長は、512パイ トです。

下図にメッセージの例を示します。

1 2 3 4 5 6 7 8 9

この例で、
“x"は ASCII文字を表しています。例えば、

“
0"は H30を意味します。

上記のメッセージを送信するときにレジスタに準備すべきデータ、及び上記のメッセージを
受信したときにレジスタに格納されるデータの配列は下記の通りです。

レジスタ F     8 7      0         通信文ッヽt7-リ通信メッセージ
０

２

``A''

Ｂ

７

８

９

ＲＣ

n

n+1

n+2

n+3

n+4

０ ２ “
A'' Ｂ ７ ８ ９ ＲＣ

０

``A'' ２

７ Ｂ

９ ８

ＲＣ

９４



5.フ リーボートモード

5.8 プログラミング

5。8.1 終了コードの変更

終了コードの初期値は、CR

終了コードの変更は、第 1

です。

(キヤリッジリターンコード =HOD)で す。
スキヤンで、SW068に変更したい値を書き込むことによつて可能

SW068 H00    1  新終了コード

プログラム例 :

(サブプログラム 1)

(H0003)

口0口03 ‖口U

END

上記は、終了コードをH03に変更する例です。この例では、サブプログラム 1

(イエシャルプログラム)で 、SW068にH0003を書き込んでいます。

０５



5.フ リーボートモード

5.8.2 受信動作

1つのメッセージが受信されると、そのメッセージは一旦受信バッファに格納されます。受
信バッファは、512バイトの容量のリングバッフアです。
受信バッファに格納されたメッセージを読み出して、指定したレジスタに格納するために、
拡張データ転送命令 (XFER)を使用します。

XFER命令 (メッセージ受信):

入カ ー [ メ XFER J→  び ]― 出力

オペランド刀:転 送元

F

刀

ガチ/

オペランド2ノ ラヽメータ

F

β

βチ/

どれ宅?

βチ/(実 行ステータス): H0000

H0001

H0002

H0003

H0004

〕―通信カ
ード指定(受信)

256(256ワ ード)固 定

正常完了

通信エラー発生 (パリテイ、フレーミングエラー)

メッセージ長オーバー発生 (512バイト超過)

受信バッフアオーバーフロー発生

受信タイムアウト発生 (下記参照)

オペランド倹 転送先

F        8 7

み/日 甥 簾 則
~・
寒列
軸ヨ旨定

H01: W

H02: LW

H03: RW

H04: D

H05: F

動作 :

XFER命令の入力が ONのとき、受信パッファからの読み出し動作が実行されます。実行ステ
ータスは、β十/のレジスタに反映されます。

正常受信完了は、「Jイが 0」かつ 移ゼが0以外」の条件で判定します。

５

００Ｈ ０３Ｈ

H0000



5.フ リーボートモード

メッセージ受信時、先頭文字から終了コードの受信完了までが下表の時間を超えると、受信
タイムアウトとなります。

ボーレート タイムアウト時間
300, 600, 1200 bps 30 舜り

2400 bps 1 5 秒

4800 bps 秒７

9600 bps 秒３

19200 bps 1.5秒

プログラム例 :

80B48 HOU D10ロロ]モ 00000 HOU

000B4 HOU D10a2][ 01108 HOU

口0256 HOり D10口4]モ agB88 HOじ DiaB5][00000 HOU
R01口O RB101 R01口2

RST S0051]{Dl□ □O XFEtR  Dl口04
Sa051

10口5   =  0000B]{p1006 く〉 aagB口 ][ sET R0101

SET

n s T  M l 口l H  R s T

回路 1:XFER命 令のためのバラメータ設定。
Dl100以降の256ワードを、受信メッセージ格納用として確保しています。

回路 2:R0100を ONにセットすると、受信動作が開始されます。
正常に受信完了すると、受信メッセージはDl100以降に格納され、 R0101が
ONとなります。

通信エラー等が発生した場合 またはパラメータ異常等によりXFER命令の命
令実行エラーが発生した場合 (S0051・ON)に は、R0102がoNと なります。

回路 3: R0101及び R0102を確認した後で、R0100をOFFに リセットすると、R0101と
R01021まoFFとなります。

このプログラムを組み込んで使用する場合、プログラムのメイン処理の部分でまず
R0100をONにセットします。その後、あるメッセージが受信されると、R0101(正常受
信時)ま たはR0102(エラー発生時)が ONと なります。R0100をOFFにリセットし、
必要な処理を行つて下さい。正常受信完了であれば、Dl1 00以降に受信メッセージが格
納されていますので、受信メッセージの処理を行つて下さい。
処理が終わり、次の受信の準備が整つたら、再度 R0100をONにセットして下さい。

２５



5.フ リーポートモード

5。8.3 送信動作

メッセージを送信する場合には、送信するメッセージ (ASCII文字列 +終 了コード)を レ
ジスタ上に準備した上で、拡張データ転送命令 (XFER)を実行します。

XFER命令 (メッセージ送信):

入カ ー [ メ XFER J→  び ]― 出力

オペランドガ:転 送元

F         8 7        0

先/W‰ 簾 劉
~1寒
へ
蜘酎旨定

H01: W

H02: LW

H03: RW

H04: D

H05: F

オペラン ドa/ヽ ラメータ

多/ト
ーーーー
項桑撃柔率隻鼻ズ

ーーーー
引

~1～ 256ワ ード

オペランドa転 送先

F        8 7        0

動作 :

XFER命令の入力が ONす ると、力で間接的に指定されたレジスタ以降のメッセージ (終了コ
ードまで)が 、送信開始されます。
実行ステータスは、β子/のレジスタに反映されます。

′チ/(実行ステータス): H0000.… 正常完了
H0001.… メッセージ送信中
H0002.… 通信ビジー (他の送受信処理中、送信不実行)
H0003.… リセット発生 (送信中断)
H0004.… 送信タイムアウト (下記参照)
H0005.… 送信メッセージ長オーパー (指定のレジスタ範囲に

終了コードなし)

び

び■/
〕―通信カード指定(送信)００Ｈ ０３Ｈ

H0000

３５



5.フ リーポートモード

メッセージ送信時、先頭文字から終了コードの送信完了までが下表の時間を超えると、送信
タイムアウトとなります。

ボーレート タイムアウト時間

300, 600, 1200 bps 30 1少

2400 bps 1 5 秒

4800 bps 秒７

9600 bps 秒３

19200 bps 1.5秒

プログラム例 :

回路 1:XFER命 令のためのノヽラメータ設定。

D1500以降の 256ワードを、送信メッセージ格納用として確保しています。

回路 2: R0200を ONに セットすると、D1500以降に準備したメッセージの送信動作が

開始されます。送信が正常に完了すると、R0201が oNと なります。

通信実行上のエラーが発生した場合 またはパラメータ異常等によりXFER命

令の命令実行エラーが発生した場合 (S0051rON)には、R0202が ONと なりま

す。

回路 3: R0201及び R0202を確認した後で、R0200を OFFに リセットすると、R0201と

R0202は oFFと なります。

このプログラムを組み込んで使用する場合、プログラムのメイン処理の部分でまず
D1500以降に送信メッセージ (終了コードも必要)を 準備します。その上で、R0200を

ONにセットします。これによつて送信動作が開始されます。動作が完了すると、R0201

(正常送信時)ま たは R0202(エ ラー発生時)が ONと なります。これらの完了ステー

タスを確認の上、R0200を OFFに リセットして下さい。

なお、送信動作実行中は、D1500以降に準備した送信メッセージを書き換えないで下さ

しヽ。
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5.フ リーボートモード

5。8。4 リセ ッ ト動作

S068FをONにセットすることにより、フリーボート機能のリセットが可能です。
リセット動作により、下記の初期化が行われます。
・ 通信ポートの初期化 (RS-485または RS-232C)
・ 受信バッファ及び通信エラー情報の初期化
・ 終了コードの再設定 (SW068の下位バイトのデータにて)

リセット動作が完了すると、S068Fは自動的にOFFに戻ります。
リセット後の通信動作の再開は、S068FがoFFに戻つたことを確認してから行つて下さい。

理実行中に S068Fが oNに セットされた場合、リセット動作は、受信処理が終了して
開始されます。

５５



5.フ リーポートモード

5。9 関連命令語

5.9.1 拡張データ転送命令 (XFER)

FUN 236 XFER 拡張データ転送

表現

入カ ー [力 XFER ,→  び]――出力

機能

入力が ONの とき、力と〃/で間接指定される転送元と、びとびチ/で間接指定される転送先との間で、ブロ

ック転送が行われます。転送サイズ (ワード数)は βで指定されます。
転送サイズは、1～ 256ワードです。 (EEPROMへの書き込み時を除く)
転送可能な組み合わせは、以下の通りです。
・ 本体レジスタ ー 本体レジスタ
・ 本体レジスタ ー 拡張 Fレジスタ (ICメモリカード または T2Eの内部メモリ)
・ 本体レジスタ ー TOSとINE―S20/S20とP/2000E
・ 本体レジスタ ー EEPRoM(Dレ ジスタ)
・ 本体レジスタ ー T2E通信カード

実行条件

入力 動作 出力
Ｅ
Ｆ
Ｏ
ｎ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｆ０ 不実行 ＦＦＯ

ＮＯ 正常実行 Ａ‐
Ｎ
０

エラー発生時 (備考参照) Ｍ
ＮＯ Set

転送元パラメータ        転送サイズ及びステータス      転送先パラメータ
力

刀十/

Bank / CH I    種奎層」

先頭アドレス

転送ワード数

ステータスフラグ

(最大 16ワード)

Bank / CH  I    提韮層」

先頭アドレス伊β十

βチ/

・ 転送対象 (種別)に ついては、以降の表を参照下さい。
・ ステータスフラグは、TOSLINE―S20/2000Eが転送元のとき、または T2Eの通信カードが 転送元/転 送
先のときに付カロされます。

オペランド
名称 デバイス レジスタ 定数 インデ

ックスＸ Ｙ
L Z

Ｔ Ｃ
I
０ Ｘ

Ｗ

Ｙ

Ｗ

Ｓ

Ｗ

Ｌ

Ｗ

Ｒ

Ｗ

Ｗ
C F Ｉ

Ｗ

Ｏ

Ｗ

I 」 K

力 転送元パラ

メータ

○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

′ 転送サイズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
び 転送先パラ

メータ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６５
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転送バラメータ

*1)S20が 転送元のときスキャンヘルシーマップが作成される (最大 16ワード)。 S20LPはなし。
*2)通 信カードが転送元 (受信)の ときは 256ワード固定。
ネ3)通 信カードが転送元 (受信)の ときは 2ワ ードのステータスフラグが付力Bされ、転送先 (送信)の と
きは 1ワードのステータスフラグが付加される。

転送対象 Bank / CH 種別 先頭アドレス 転送ワード数 ステTタス
フラグ

本
体
レ
ジ
ス
タ

XW/YWレ ジスタ 0 ００ 0-511(T3H)

0 - 255 (T3)

0 - 63 (T2/T2E)

1 - 256 (T3H/T3)
1 - 64 (T2/T2[)

な し

Wレ ジスタ ０ ０Ｈ 0 - 1023

(T3H/T3/T2/T2E)

1 - 256 な し

LWレ ジスタ ０ ２０Ｈ 0 - 255

(T3H/T3/T2/T2E)

1 - 256 な し

RWレ ジスタ ０ ３０ 0 - 999 (T3H)

0 - 511 (T3)

0 - 127 (T2/T2E)
0 - 63 (Tl)

1 - 256 (T3H/T3)
1 - 128 (T2/T2E)
1 - 64 (Tl)

な し

Dレ ジスタ ０ ４０ 0-8191(T3H/T3)

0 - 4095 (T2/T2E)
o - 1023 (Tl)

1 - 256 な し

Fレ ジスタ ０ 氏
Ｊ
ｎ
ｕ
ｕ
Π

７６

１

３

７

９

２

２

１

０

３

８

１

一　
　

一　
　
一

〇

〇

〇

(T3H)

(T3)

(T2/T2E)

1 - 256 な し

拡張 Fレ ジスタ

(ICメモリカード)

1 - 1 5

(T3H/T3/T2)

５０Ｈ ０ ９８ 1 - 256 な し

1 - 2

(T3H)

６０Ｈ 0 - 65535 (Bank l)

0 - 57343 (Bank 2)

1 - 256 な し

拡張 Fレ ジスタ

(T2E内部メモリ)

1 - 3 (T2E) 医
υ
ハ
Ｕ
Ｈ ０ ９８ 1 - 256 な し

TOSLINE―S20/S20とP
スキヤンメモリ

1 -2(T3H/T3)

1 (T2/T2E)

０Ｈ 0 - 4095 (S20LP)

0 - 1023 (S20)

1 - 256 あり H

TOSLINE-2000E

スキヤンメモリ

1 -2(T3H/T3) ２ｕ
日 0 - 2047 1 - 256 あ り

EEPRoM(Dレ ジスタ) ０ ０２ 0-8191(T3H/T3)
0 - 4095 (T2/T2E)
0 - 5 1 1 ( T l )

読み出し時:

1 - 256

な し

書き込み時:

1-128(T3H)

1 - 64 (T3)
1 - 32 (T2/T2E)
1  -  1 6 ( T l )

T2E通 信カード ０ ０３Ｈ ０
1 - 256 

12
あり Ⅲ3

７５



5.フ リーボートモード

本体レジスタ ー T2E通 信カー ド

く受信動作〉

動作 :

命令語の入力が ONの とき、通信カードに受信した 1つのメッセージ (先頭文字から終了コードま

で)を 、受信バッファから読み出して、指定した本体レジスタに格納します。

転送サイズは256ワード固定です。 (実際の格納サイズはメッセージ長によります)

実行ステータス及び受信メッセージ長 (バイト長)は 、ステータスフラグに反映されます。

この命令語の入力は、受信動作完了までONに保持する必要があります。

実行例 :

11旦呂

B:呈
一
{pa。 。。 xFER  D口日02   →

D0000

D0001

転送元指定       転送サイズ/ス テータス        転送先指定

00256 ([]反巨)

茅 ゲ

ー

タ ス

寛倉メッを一ジ

５

　
６

０

　
０

０

　
０

０

　
０

Ｄ

　
Ｄ

２

３

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｄ

Ｄ

Ｄ

(通信カード)                        D0100(本 体レジスタ)

R0000が oNの とき、1つの受信メッセージ (終了コードまで)を 読み出し、D0100以降に格納しま

す。

寅行ズデータス : H0000.… 正常完了

H0001.… 通信エラー (パリテイエラー、フレーミングエラー)

H0002.… 受信メッセージ長オーバー (512バイト超過)

H0003.… 受信パッフアオーバーフロー

H0004.… 受信タイムアウト発生

(先頭文字から終了コード受信までの時間監視)

ボーレート 監視時間

300, 600, 1200 bps 秒０

2400 bps 秒

4800 bps 秒７

9600 bps 秒３

19200 bps 1.5秒

貿窟メッを一ジ厚 :0.… …………….受 信メッセージなし (受信未完了)
1～ 512.… .受 信メッセージ長 (バイト数)

偶者 :

命令語エラーフラグ (S0051)は、以下の場合にONとなります。 (このとき命令語は不実行)
・転送元指定の先頭アドレスの部分が0以外
・転送サイズ指定が 256以外
・通信カードのモード設定がフリーポートモード以外
・サブプログラム 帯1にて実行された

００Ｈ ０３Ｈ

０００００

００Ｈ ４０Ｈ

00100

８５



5.フ リーボートモード

く送信動作〉

動作 :

命令語の入力が ONの とき、転送元指定の本体レジスタに準備した 1つのメッセージ (先頭文字か

ら終了コードまで)を 、通信カードから送信します。

実行ステータスは、ステータスフラグに反映されます。

この命令語の入力は、送信動作完了までONに保持する必要があります。

実行例 :

11旦 ]B:二
一
{pロ ロ 1日  XFER  DB口 12   →  DB015

転送元指定       転送サイズノ

D0010

D0011

D0012

D0013

H00   1   H04

00500

転送サイズ/ス テータス

00012

寅 行ズデータス

転送先指定

H00   1  H30

00000

５

　
６

０

０

０

０

Ｄ

　
Ｄ

D0500(本 体レジスタ) (通信カード)

R0001がoNの とき、D0500からD0511の12ワードの領域に準備されたメッセージ (終了コードま

で)を 、通信カードから送信します。

東行ズデータス : H0000.… 正常完了
H0001.… 送信動作実行中

H0002...通 信ビジー (他の送受信処理中、送信不実行)
H0003.… リセツト動作中 (送信中断)
H0004...送 信タイムアウト発生

(先頭文字から終了コード送信までの時間監視)
ボーレート 監視時間

300, 600, 1200 bps 秒０３

2400 bps 秒

4800 bps 秒

9600 bps 秒３

19200 bps 1.5秒

H0005.… 送信メッセージ長オーバー (指定範囲に終了コードなし)

備考 :

命令語エラーフラグ (S0051)は、以下の場合にONとなります。 (このとき命令語は不実行)
・転送先指定の先頭アドレスの部分が0以外
・転送サイズ指定が 1～ 256の範囲外
・通信カードのモード設定がフリーポートモード以外
・サブプログラム #1にて実行された

９５
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5。9.2 HEX→ ASCH変 換 (HTOA)

FUN 62 Ａ０ＴＨ HEX ―→ ASCII家至担亀

表現

入カ ー [力 HTOA(β )β ]――出力

機能

入力が ONの とき、ガから始まる″ワードの 16進データをASCII文字に変換し、J以降に格納します。
変換は力の最上位桁から開始され、 力の最上位桁がβの下位バイトに、という順番で行われます。
ワード数 ″の有効範囲は 1～ 32です。

実行条件

入力 動作 出力
Ｅ
ｒ
Ｃ
Ｆ
０ 不実行 Ｅ

Ｆ
Ｅ
Ｆ
０

ＮＯ 正常実行 出
Ｎ０

オペランド

名称 デバイス レジスタ 定数 インデ

ックス
Ｘ Ｙ Ｓ

L
Ｒ
Z
Ｔ Ｃ

I ０ Ｘ

Ｗ

Ｙ

Ｗ

Ｓ

Ｗ

Ｌ

Ｗ

Ｒ

＝

Ｗ Ｔ
C
Ｄ
F
Ｉ

Ｗ

Ｏ

Ｗ

I K

刀 変換元 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

″ サイズ ３
一

′ 13納先 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実行例

11呈]口:里_{コwlロロ  HTOn ta4〕

R0010が oNの とき、RW100から RW1 03の 4ワ ードの 16進データが、ASCII文字に変換され、D0220以
降の 8ワ ードに格納されます。

F           o                   F     8 7     0

RW100

RW101

RW102

RW103

H0123

H4567

H89AB

HCDEF

D0220

HEX→ ASCH変 換    D0221
２２

２２

２２

２２

２２

２２

ＤＯ

ＤＯ

ＤＯ

ＤＯ

ＤＯ

Ｄ０

３Ｈ
(H30)

０

３３Ｈ３ ２ ２３Ｈ

“
5"(H35) ４ ４３Ｈ

“
7"(H37) ６

(H36)
９３Ｈ９ ８ ８３Ｈ

２４Ｂ Ａ ４Ｈ

４４ＨＤ “
C"(H43)

Ｅ
Ｆ (H46):“P(H45)

０６
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5。9.3 ASCII→ HEX変 換 (AToH)

FUN 66 AToH ASCII ― HEX変 換

表現

入カ ー [刀 AToH(/71 ′]‐一 出力

機能

入力が ONの とき、力から始まる″ワードのレジスタに保存されたASCII文字を 16進データに変換し、′
以降に格納します。変換は力の下位バイトから開始され、 力の下位パイトがβの最上位桁に、という順番
で行われます。変換元として有効なASCII文字は、

“0"(H30)～ “9"(H39)及 び 智
'(H41)～ “F"(H46)の

範囲です。ワード数″の有効範囲は 1～ 64です。

実行条件

入力 動作 出力
Ｅ
ｒ
Ｄ
ｎ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｆ
０ 不実行 Ｅ

Ｆ
Ｅ
Ｆ
０

ＮＯ 正常実行 Ｎ０

変換データエラー (変換不実行) oFF ＮＯ

オペランド

名称 デバイス レジスタ 定数 インデ

ックスY
ぐ
０ L

Ｔ
C. I ０ Ｘ

Ｗ

Ｙ

Ｗ

Ｓ

Ｗ

Ｌ

Ｗ

Ｒ

Ｗ

Ｗ T C D F Ｉ

Ｗ

Ｏ

Ｗ

I K

力 変換元 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
″ サイズ 1 -64

β 格納先 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- 

       11旦
島

口

:二

―

{p。
300  nTOH 〔 o3)RWl10]一

― ― ― ― 上 _____一 一 一 一 ― ― ― ― ― ― 一 ― ― ― ― ― 一 一 一 ― 一 ― ― 一 ―

晋 予

ユ ー

|

R0021が oNの とき、D0300から D0307の8ワードのレジスタに保存された ASCH文 字 (16文字)が 、
4ワ ードの 16進データに変換され、RWl1 0以 降に格納されます。

D0300

D0301

D0302

D0303

D0304

D0305

D0306

D0307

F     8 7     0
３Ｈ “
0"(H30)

３ ３３Ｈ “
2''(H32)

５ ５３ “
4"(H34)

７ ７３Ｈ “
6"(H36)

?(H39)i“ 8"(H38)
“
B"(H42) Ａ ４Ｈ

“
D"(H44) Ｃ ３４Ｈ

“
F"(H46) Ｅ

Ｅ
民
υ
４Ｈ

RWl1 0

ASCII→ HEX変換    RWlll

RWl12

RWl1 3

H0123

H4567
ＢＡ９８Ｈ

HCDEF

変換元に無効データ (“0"～
“F"以 外)が ある場合には、変換は実行されず、出力 (R0022)oFFと な

ります。また、変換ワード数が奇数のときには、変換後の最終データの下位 2桁 は H00となります。

６
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5,10 サンプルプログラム

A.イ ンパータ (VF―S7/S7e)制 御

T2Eから通信を介して、東芝製インバータVF―S7/S7eを監視・制御するための通信プログラムの

例を示します。なお、VF―S7/S7eの通信機能詳細については、 「VF―S7/S7e通信機能説明書
(E6580661)」を参照して下さい。

[構成例]

(1)通 信ポートの設定

① 通信カ
ード動作モード設定

T2E CPUモジユール正面のDIPスイッチにて、フリーポートモードを選択します。

(CMO = oFF, CMl = ON)

② 通信パラメ
ータの設定

VF―S7/S7eの設定に合わせて、T2E側の通信パラメータ (ボーレート、データ長、/ リヽテイ、
ストップビット)の 設定を行しヽます。
なお、VF―S7/S7eの出荷時設定は、以下の通りです。

ボーレート:9600 bps(S7,可 変)/1200 bps(S7e,固 定)

データ長 : 8ビ ット (S7/S7e共,固 定)
パリテイ : 偶数 (S7/S7e共,可 変)

T2E側のストップビットの設定は、1ビットとして下さい。

③ 通信タイムアウトの設定 (インバ
ータ側)

通信のみで制御を行う場合には、通信ケーブル断線等の通信異常時にインパータをトリップ

させるために、通信タイムアウトの設定を行つて下さい。VF―S7/S7eのパラメータF803に

監視時間を設定します。

なお、基本的には、正転 (F)/逆 転 (R)指令は、端子台入力を使用することを推奨します。

ダ

RS4001

(RS485琢墨翌亀ユニット)

２６



5.フ リーボートモード

(2)使 用通信コマンド

本サンプルプログラムでは、以下の VF―S7/S7e通信コマンド(通信番号)を使用しています。

なお、VF―S7/S7eのステーション番号は01と して作成しています。
FE01 インバータステータス (読み出し)
FA00 コマンド (書き込み)一 正転/逆 転/停 止/リ セット
FA01 周波数指令値 (書き込み)

(3)T2Eプ ログラム

以下に、T2Eか ら通信を介して、VF―S7/S7eの状態モニタ、周波数、正転/逆 転指令を与え

るプログラム例を示します。

D0015:   周波数指令値 (0～ 6000,0.01 Hz単位)
R0000:   正転指令 (ONで起動/OFFで 停止)
R0001:   逆転指令 (ONで起動/OFFで 停止)
R0019:   ステータス (正転中 OFF/逆 転中 ON)
R001A:   ステータス (停止中 OFF/運 転中 ON)

メインプログラム例

|
|
1 1 … I A I …

_ _ _ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― … … … … … … … … … ― ― い ― ― ― ― ― … … … … … … … … … … … … … … … …
[ M C S  ]

|
1      送信レ      送信       オフ

°
ショ

|      シ
・
スタ       先頭ア      ツS10

1       種       ドレス       指定
1           局」
21[ 00004 MOV D0000][ 00010 MOV D0001][ 00048 MOV D0002][ 00000 MOV D0003]
|
1      送信ワ      送信ス
|     ―ド数      テータス
|
|
31[ 00007 MOV D0004][ 00000 MOV D0005]―………………………………………………………………―――――――――――

|
1      受信レ      受信
|      プスタ       先頭7
1      種       ドレス
1          居」
41[ 00004 MOV D0010][ 00040 MOV D0011]―――――――…………………………―――――――――――――――――――

初期定数設定

|
1      受信ワ
|     ―ド数
1              256
|
51[ 00256 MOV D0012][ 00000 MOV D0013][ 00000 MOV D0014]――…………………………………………

|
|
|
|
|
61-―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――……………………[MCR 〕
|
1運 転   変化  運転   変化
1指 令   検知テ 指令   検知テ
1周 波   

Ⅲ―夕  周波   ―`タ
1 数     数
I                                                                      R0002
71[D0015  〈〉 D0016][D0015  MOV D0016]―――――――――――――――――――――――――――――――( )――

|

受信テ'―
夕長

周波
数
変化
有り

３６

周波数指定変化検知



5.フ リーボートモード

1正転
1指令
|
IR0000
81-IPI――['(01 PFA00C400)

|
1逆転
1指令
|
IR0001

1中IPI中―['(01PFA00C600)
|
1正転
1指令
|
IR0000
1…INI―+['(01PFA00C000)

|
1逆転
1指令
|
IR0001
| ―I N I キ

|
|リセツトコ
|マツト
・

1送信
IR0003
|―IPI―+['(01PFA00E000)

|     |
1伝送II

Iラーリセ|
|ット  |
IR000FI
I ―I P I 中十

|
1周波
1数
1変化
1有り
IR0002
1-1 1-+['(01PFA010000)

運転
指令
周波
数

|
|
|
|

ASC D0020]―――――十一―――――中――…………………………………[]|

送信データフォーマット
作成

ステーション番号 ・01

FA00に 書き込み

“
C400":正転
“
C600":逆転
“
C000":停止

“E000": リセット

周波数指定

FA00:同 波数指希

D0015の データ (周波数)
をASCIIに 変換
|
|
|
|
1終了コード (HOD)付加

コマツト
・

送
信エリア

]マツト
・

送
信IりP

ASC D0020]

コマツト
'

送
信エリア

ASC D0020]

コマツト
・

送
信工り

ASC D0020]―――――+

]マツト
・

送
信エリア

ASC D0020]―――――キ

十[D0015  HTOA D0024]―――――――――――――――……+( 0 1 )

エツト
Ⅲ
]

―卜
'

|
|
|
|
|
|[]――――[‖OD00  0R
|

エツト
']

―卜
｀

]マツト
・

動
作中

信
頭
以

送
先
ド

D0026  -〉 D0026][ SET R000D][ 00020 MOV D0017]――――――|
|

４６
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|コマツト
・
 ステータス

1 動 リード

1作中 指令
|
IR000D T,000

91-1/1……1/十一[00060 TON T000]['(研RFE01)  
' 
  ASC D0030]十一[]|

エツト
'コ
      エツト

・
]       ステータス             逆重拝雪

―卜
'       ―卜

・
       リート

｀
           ウt頚詞買ア

動作       ドレス

中
|[]――――[HOD00  0R   D0034  -〉 D0034][ SET R000E][ 00030 MOV D0017]――――……

1

|ステータスコマツト
・
    送信   送信    送信

|リート
・
  動    先頭ア   先頭ア   実行

1動作 作中    ドレス   ドレス    中

―         |‖800E R000D
101"1/1-――| |―――|^|―+[D0017  MOV D0001][ SET R000A]――――――――――――――――――――――――|

ステータス

リート
・
テ

,_タ

|

|ステ…タス

|リート
・

1指令

IT.000

|―IPI――――――――……………+

|

1送信  送信レ   送信ワ   オフ
°
ショ

1実行  シ
・
スタ    ード数   ツS10

1中  種居U         指定
|

IR000A
111-| |―十[D0000 XFER  D0004  -〉 D0002]――――――いい―――……………―……―――――――――――――――――|

十[D0005   =  00001]― lvl――[ RST R000A]――――――――――――――…………――――中――――――-1

1送信  力
°
ショ   受信ワ   受信レ

1実行  ンS10    -ド数   プスタ

1中  指定     256   種別

IR000A

121-1/1-十[D0002 XFER  D0012  -〉 D0010]―――――――――…―――――――――中―――――――――――――――-1

|
1正常  受信テ

1動作 
'―
夕長

1中

|
IS0051

十一1/1-―[D0014  く〉  00000]――――――――――――――――――――――――――――――……―――――( )――|
|

信

行

送

実

中

儲
以
送
テ中

信

了

受

完

５６

ステータスリード

フオーマット作成

FE01をリード

終了コード (HOD)付 力8

送信タイミング作成

データ送信

データ受信



5。フリーボートモード

1受信 ]マツド コマツド
1完了  動  送
1   作中 信エリア
|
IR0009 R000D
131-| |―――| |――[D0020

信
，”

受

テ

|[]――――[D0024   =  D0044][D0025

|
1受信 ステータス

1完了 リード
1   動作
1   中
IR0009 R000E
141-1 1-――| |――[D0030   二  D0040][D0032

ステータス
リート
・

動作
中

|
|[]――――[ RST R000E][D0044  ATOH (02)
|
|]マツド      伝送    ]マンド
1動作       時間    動作
1中        監視    中
|
IR000D

=  D0045][ RST R000D][ RST R0003]――――――|

|
|
|
|
|
|

E  D0042][D0033   ・  D0043]…………[]|
|

Iラー]― |
卜
｀
     十

ステータス   受信
リート
Ⅲ
       テ

・―タ
テ
・―タ

=  D0040][D0022   =  D0042][D0023   =

コマツト
や

動
作中

リセット]
マツト
｀

送
信

|
|
|

HFF00  -〉 D0039]|

|
送信    伝送工 |
実行    チ リセ |
中     ット  |

|
R000F I

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

D0043]――――[]|

|

コマンド発行時の
受信データチエック

ステータスリード発行時
の受信データチエック

伝送異常発生時の
リセツトコマンド
送信タイミング作成

リセット動作時、指令、
運転周波数クリア

RW001][D0041  AND

ステータス
リード
動作
中

RST R000E][151-| |―十[00300  TON
I     I
Iステータス|ステータス  エラー]―
|リート
'  
|リート
・
  卜
｀

十動作 1動作
1中 1中
IR000EIR000E

T001][ RST R000D][ RST R000A]―――――十一( )――|
|
|
|
|
|
|

|…| |―十
―
| |―
―
[D0039   =  29184]―

――――――――――――――――――――中中中―――――――――――|

|
1伝送エ
|ラー リセ
|ット
|
IR000F
161-| |――[ 00000 MOV

運転    正転
指令    指令
周波
数

D0015][ RST R0000][

転
令
逆
指

RST R0001]―――中中中――――――――――――――――――|

|                               |
|                               |
|                               |
171[END ]――――――――――――――――――――――――――――…………………………………………………………………………………………………―|
|                                                                         |

６６



筋
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付録

1.CM232Eコ ネクタピン配置

⑤tも比|◎

番号 名称

1 S G

２ RXD
３ TXD

４

５ S G

６ DC5V

７ RTS
８

９ DC5V

-  2.接 続ケ
ープル

・RS485用 ケーブル

(推奨ケーブル)
CPEV一 CUl.2mmO相 当 (昭和電線電編株式会社)

,RS232C用 ケーブル

(推奨ケーブル)
KMPVV一 SB相 当 (昭和電線電柄株式会社)

９６
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